
女性離転職者等キャリア形成支援事業 【広島県】

・ 女性の正規雇用率は、20歳代後半をピークに、その後は右肩下がりで
低下していく、いわゆるＬ字カーブが課題となっており、女性はライフ
イベントの関係で離職した後、社会復帰するにあたって、非正規雇用と
なるケースが多い。非正規雇用者は、能力開発の機会が少なくスキル
アップしにくい、雇用調整の対象になりやすい等の課題がある。

・ また、多様な人材が活躍できるようにするため、企業は様々な雇用形
態に対応できる制度や環境を整備する必要があるが、DXを推進する人材
不足が深刻化している。

地域の実情と課題

・「働き方改革推進・働く女性応援会議ひろしま」
官民が連携して発足した組織である同会議の構成団体として県内全23市

町が加入しており、市町主催の未就業女性を主な対象とするセミナーや市
町が運営する子育て支援施設等を通じて本事業を広く周知する等の連携を
した。

連携団体

・ デジタルスキルを身につけ、キャリアアップしたいという希望や意欲
はあるものの、様々な事情（自身の体調不良や家族の介護、転勤等）で
プログラムの受講率が低くなってしまった受講生が一定数いる。カウン
セリング時の状況や就職への意向確認の徹底や、行政が提供できる支援
の情報提供などを行い、真に参加が必要な方へプログラムを提供してい
く。

・ 企業とマッチングしても、条件が折り合えず、採用を辞退するケース
もあった。企業には、柔軟な就労環境を整備することを引き続き、啓発
していく。

今後の課題

・ 定員80名を大幅に超える約160名から女性向けプログラムへの申し込
みがあり、ターゲット女性のニーズの高さが伺えた。

・ ミートアップイベント後のアンケートでは、94％の女性が働いてみた
い企業との出会いがあったと回答し、企業においても、87％が関心を
持った女性との出会いがあったと回答した。女性、企業共に、前向きな
意見が多く、一定の効果があったことが見受けられた。

事業の効果

【目的】女性と県内企業とのマッチング等を行い、希望する働き方の実現
を支援する。
【目標】括弧内は実績
・県内企業等と女性等がマッチングした割合30％（36.3％）

目的・目標

・ 再就職を希望する子育て世代や雇用形態及び業種転換を希望する女性
に対し、自身のキャリア形成を意識してもらいながら、キャリアチェン
ジやデジタルスキル習得（リスキリング等）への意識啓発を行い、自発
的なスキルアップ、キャリアアップを後押しし、実践を促すことで、希
望する労働移動の実現を支援した。

・ 県内企業等に対しては、働きたい意欲はあるが家庭等の事情により
時間的制約のある女性人材の潜在能力を理解し、継続雇用することで得
られるメリット及び事例等を周知することで、意欲ある女性人材の受入
れ環境の整備を促した。

事業の特徴

個別事業費 16,222 千円

交付金額 10,700 千円

事業番号 2



（1）女性離転職者向けキャリア形成・デジタル人材育成・就業支援
  ① プログラム事前説明会

ア 事業概要やスケジュール・②の講座の案内（講座参加者の募集）
イ 受講することにより得られるスキル、目指せる人材像の紹介
ウ キャリア形成啓発 等

  ② 県内企業等と女性等とのマッチングに向けた準備講座（共通講座及び選択講座）
・①の受講者を対象に、自身のキャリアの棚卸しや自己PR作成方法等について学ぶことができる
研修を実施（県単独事業で実施）

・女性等の稼ぐ力の向上や柔軟な働き方を実現できるデジタルスキルの習得講座をeラーニング等で実施
（23講座から自由に講座を選んで受講）

③ 女性のキャリア応援コーナー相談員による伴走支援(県単独事業で実施）
④ SNS広報（県単独事業で実施）

（2）女性人材の受入れを希望する県内企業向け説明会
県内企業の経営者・人事労務担当者等に対し、子育て世代女性等の多様な潜在能力を知ってもらい、企業成長を担う

デジタル人材として採用につなげてもらうための意識改革セミナーを兼ねた説明会を実施した。

（3）女性講座受講生と企業が出会うミートアップイベント
(1)②の女性受講者と県内企業とのマッチングを行うため、受講生が学んだ内容を活かしたプレゼンテーションを行う

とともに、企業との合同説明会を実施するイベントを開催した。参加企業には女性受講者の経歴シートを、女性受講者に
は勤務条件等が記載された参加企業のＰＲシートを提供した。

事業の概要
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